
3-年齢3区分別人口

年齢（3区分）別人口の推移

　年少人口（15歳未満）の減少、老年人口（65歳以上）の増加

年齢（3区分）別人口の推移（いちき串木野市） （人）

総数 0～14歳 15歳～64歳 65歳以上 総数 0～14歳 15歳～64歳 65歳以上
昭30 44,132 16,675 24,460 2,997 100.0 37.8 55.4 6.8

35 42,376 15,444 23,707 3,225 100.0 36.4 55.9 7.6
40 40,787 12,772 24,568 3,447 100.0 31.3 60.2 8.5
45 38,898 10,560 24,593 3,745 100.0 27.1 63.2 9.6
50 38,151 9,484 24,320 4,347 100.0 24.9 63.7 11.4
55 38,377 9,071 24,353 4,953 100.0 23.6 63.5 12.9
60 37,878 8,357 23,905 5,616 100.0 22.1 63.1 14.8

平 2 36,790 7,227 23,133 6,414 100.0 19.6 62.9 17.4
7 35,534 5,895 22,278 7,361 100.0 16.6 62.7 20.7

12 34,266 4,979 21,349 7,934 100.0 14.5 62.3 23.2
17 32,993 4,336 20,005 8,651 100.0 13.1 60.6 26.2
22 31,144 3,881 18,204 9,057 100.0 12.5 58.5 29.1
27 29,282 3,606 16,008 9,668 100.0 12.3 54.7 33.0

注：総数には年齢不詳含む

年齢（3区分）別人口 構成比（％）
年 次
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年齢（3区分）別人口割合の推移

・平成27年国勢調査による、｢いちき串木野市｣の総人口は29,282人、年齢3区分（年少人口（15歳未
満人口）、生産年齢人口（15～64歳人口）及び老年人口（65歳以上人口））別にみると、年少人口は
3,606人（総人口の12.3％）、生産年齢人口は16,008人（同54.7％）、老年人口は9,668人（同33.0％）と
なっている。
・総人口及び年少人口割合は昭和25年をピークに減少しているが、老年人口は増加し続け、平成7
年国勢調査ではついに老年人口が年少人口を上回った。その後も少子高齢化が続き、平成27年国
勢調査では、老年人口が30％を超えた。



3-年齢3区分別人口

〔鹿児島県・全国との比較〕

年齢（3区分）別人口（平成27年）

総数 0～14歳 15歳～64歳 65歳以上 総数 0～14歳 15歳～64歳 65歳以上
いちき串木野市 29,282 3,606 16,008 9,668 100.0 12.3 54.7 33.0

鹿児島県 1,630,243 220,751 929,758 479,734 100.0 13.5 57.0 29.4

全国 125,640,987 15,886,810 76,288,736 33,465,441 100.0 12.6 60.7 26.6
注：不詳は含まない

年 次
年齢（3区分）別人口 構成比（％）

・年齢3区分別人口の割合は鹿児島県、全国と比べて、生産年齢人口（15歳～64歳）の割合が低く、老
年人口（65歳以上）の割合が高い。
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